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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年10月21日(2010.10.21)

【公開番号】特開2008-106062(P2008-106062A)
【公開日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2008-018
【出願番号】特願2007-254990(P2007-254990)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 241/42     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 241/42    ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６５０　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月8日(2010.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（３）で表されるキノキサリン誘導体。

【化１】

（式中、Ｒ１９～Ｒ２４はそれぞれ同一でも異なっていてもよく、水素原子、または炭素
数１～４のアルキル基、または炭素数６～１５のアリール基のいずれかを表す。また、Ｒ
１９とＲ２０、Ｒ２０とＲ２１、Ｒ２１とＲ２２、Ｒ２２とＲ２３はそれぞれ互いに結合
し、縮合環を形成してもよい。）
【請求項２】
一般式（４）で表されるキノキサリン誘導体。
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【化２】

（式中、Ｒ２５～Ｒ３０はそれぞれ同一でも異なっていてもよく、水素原子、または炭素
数１～４のアルキル基、または炭素数６～１５のアリール基のいずれかを表す。また、Ｒ
２５とＲ２６、Ｒ２７とＲ２８はそれぞれ互いに結合し、縮合環を形成してもよい。）
【請求項３】
構造式（１２）で表されるキノキサリン誘導体。

【化３】

【請求項４】
構造式（１３）で表されるキノキサリン誘導体。
【化４】

【請求項５】
一対の電極間に、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のキノキサリン誘導体を有するこ
とを特徴とする発光素子。
【請求項６】
一対の電極間に発光層を有し、
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前記発光層は請求項１乃至４のいずれか一項に記載のキノキサリン誘導体と蛍光発光性物
質を有することを特徴とする発光素子。
【請求項７】
一対の電極間に発光層を有し、
前記発光層は請求項１乃至４のいずれか一項に記載のキノキサリン誘導体と燐光発光性物
質を有することを特徴とする発光素子。
【請求項８】
請求項７において、
前記燐光発光性物質の発光スペクトルのピークが５６０ｎｍ以上７００ｎｍ以下であるこ
とを特徴とする発光素子。
【請求項９】
請求項５乃至８のいずれか一項に記載の発光素子と、前記発光素子の発光を制御する制御
手段とを有する発光装置。
【請求項１０】
表示部を有し、
前記表示部は、請求項５乃至８のいずれか一項に記載の発光素子と前記発光素子の発光を
制御する制御手段とを備えたことを特徴とする電子機器。
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